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地球i周1辺空 FH5に おける自然電1磁

波の.スベクトル

地球をかこむ広大な磁気圏は:稀簿電離プラ.ズマに充あてぉり,自然Q重大なプライマ実験室と
云える。.とくICtt」 liネルギ■粒子が飛,びかっている額聴 (地球申心から―地球瓢径の3ん 10借に
わたる個域)では,1羮動・粒子●精二作幕で発生する様 な々プラズ■汲動1赫存在する。このうち
静電1的波動は地■t・は観測されなぃが1電子のジャイロ潤鱗蠍より書い周籐数帯oホインス|ラ‐
モード渡は地上意|で劃達する。これらはvL.F故射iと1熙れておわ,:覆懸な動スペタトル構造を
も,ている。ここに示した例は,南種昭和基地■ 970年 1月 26日 1爆 力2o摯-16わ
10.π UTにわたって観■llされた準庸期的放射のスペタトル.である。離神は凋1波.数で,スペ|タ ト
ノツ輯 ぶ膿淡で示されてお|り ,時間にともに変化する、スペタトル0様相が勇らかにされでい.る。
赦射離 は20～ 3o紗の周蒻で変調を受けており:,それれ .のかた|まりは1さ らに糧郎的雌、
り返し(周調約3秒)をもつ欲細構造清:示|して,ヽる。この短潤‐期構造1ま,地球10確力線に沿っ|て
きイッスラーモード波東が南北両辛球に|わたって往復する.ことによ.る ものであり,長 1朧期成分は
贈 ら鶴い毒裁輔制本波に,よ―,て ,‐放射翁 るこ―とによると考えられているo
このように地球周辺空間でのメラズマ競動を研斃する上にVLF自1然電磁塑 観測が役立って
｀
いる。

地減物理研究施設1 国 一分 征
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1.序 論

核融合エネルギーというとき
｀
夢のエネルギ

ー″という形容詞のついた形で紹介されることが

かつては多かった。それはいつになったら実現す

るのかわからない夢のような話という意味と,も

し実現したならば無尽蔵のクリーンなエネルギー

資源を手にできるかも知れない夢のような期待が

こめられていたように思われる。

戦後間もなく始まった核融合研究は紆余曲折を

へて,よ うやく科学的実証にむけて現実的な展望

が開かれるようになってきた。それにともなって

核融合に対する夢のような期待も現実的な評価に

おきかえられようとしている。

よく知られているように世界のエネルギー消費

量は 19世紀に入って増加の一途をたどり,1975

年においてはおよそ 025Q/年 (lQ=1.05
×1021ジ ュ_ル)の割合になっている。これに

対して石油の採掘可能埋蔵量は未発見のものも含

めておよそ 10Q程度 (確定量36Q:628×

109バーレル～ 1.0× 10■1配 ホ),天然ガスは

およそ 10Qと 推定されている。石炭はこれより

やや多くておよそ70Q程 度と見積られている。

したがって化石燃料の埋蔵量は90Q程 度と考え

られている。■)

次に現在実用化されている熱中性子炉のエネル

ギー資源を見てみよう。OECDお よび国際原子

力機関の資料によると共産圏を除く国々のウラン

埋蔵量は推定埋蔵量を含めて 4.3× 106 トンで

あるが,こ の内U-235は 天然ウランのわずか

07%を 占めるにすぎない。U-235の エネル

ギー資源は 24Q程 度 (プル トニウムヘの転換率

*琵琶湖の水量27× 109ぱ の3.6倍

核融合エネルギーの展望

宮 本 健 郎  (物理)

が 06であることを考意すると,その 25倍の量

になる)であり,わずかな量である。したがって

U-235の 核分裂連鎖反応を用いる熱中性子炉
では,当 面は重要な貢献が期待できても長期的な

観点に立てば安心することはできない。

現在開発が進められている高速増殖炉は,U―

235の 核分裂によってエネルギーを発生しつつ,

同時に高速中性子を燃えないU-238あ るいは

Th-232に ぶつけて,燃えやすい核燃料 Pu―

239,U-233に 核変換し,増殖させていく

タイプの原子炉である。この高速増殖炉はようや

く原型炉から実証炉が建設される段階になってき

た。このタイプの炉が実用化されれば,天然ウラ

ンの大部分を占めるU-238を 全部利用できる

ようになる。ウラン資源量 43× 106ト ンは ,

350Q程 度, トリウム資源量 13× 106 トン

は 100Q程 度のエネルギー資源と考えることが

できる。

しかしながらウランは北アメリカ,オ ーストリ

ア,ア フリカに,ト リウムはインド,ブ ラジル ,

アメリカに偏在していて日本には少ないこと,核

分裂生成物の処理,プル トニウム核拡散の問題な

ど困難な問題が控えている。さらに 450～ 500

Qと いうエネルギー資源も何世紀もの長い期間で

考えると充分な量とはいえない。

2 核融合エネルギー資源

核融合炉は軽い原子核の重水素D,あ るいは三

重水素Tの核融合反応を利用しようというもので

ある。

D2+T3→ He4(3.52 MeV)+n(14.06 MeV)

D2+D2→ T3(lol MeV)+p(303A/1ev)

H e3(o82 MeV)+n(2.45 MeV)
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ちなみに水素分子H2が燃焼してH20になるさい

のエネルギーは 2 96eVで ある。(l eV=1.6×

10~19ジ ュール)。

DD反応の核燃料となる重水素はきわめて豊富
で,海水中の水素の 0015%(原 子数の割合)
である。もしDD炉が実現したとすれば,海 水
135× 109翻 に含まれる重水素のエネルギー

資源は 37× 109Qと 考えることができる。い

いかえれば海水 1′ 中に含まれるDD反応の核融

合エネルギーはおよそ石油76イ のエネルギーに

相当する。そして核融合反応それ自体からは放射

能生成物は発生しない (ただし,と びだしてくる中

性子による炉構造材の誘導放射能の問題はある。)

したがって夢の核融合エネルギーという形容詞が

つくわけである。しかしながら,こ のようなDD

炉の実現の見通しはまだ立っていない。

現在進めている核融合研究のターゲットはDT

炉である。DTの核反応断面積がDDのそれに較
べてエネルギーの低い領域で大きいからである。

しかし二重水素Tは天然には存在せず, リチウム

を利用した人工的増殖を行なわなければならない。

Li6+n→ T3+He4+4.8N腱 V
L i7+n→ T3+He4+n'~25 MeV
そのため上記のような Li― n反 応を利用する。
したがって核融合プラズマのまわりに Liの ブラ

ンケットを置き,DT反 応で飛びだしてくる中性
子を Liにぶつけて二重水素を増殖する。また一

方で高速中性子を減速して熱エネルギーを発生す

る。そして熱くなった Liま たは Li溶融塩から

適当な熱交換器によって蒸気を発生させ,発電タ

ービンを回すことが考えられている。 (図 1)

ではDT炉のエネルギー資源はどのくらいある

かを算定してみよう。これは二重水素に変換され

る Liの量によって制約される。Li鉱石資源の

調査資料はウラン資源ほど整っていないが,お よ

そ 8～ 9☆Jl o6ト ンと推定されており,1,700

Qの エネルギー資源に相当する。なお海水申には,

Liは 017,/配 と比較的多く 23× 101■ ト

図 1 核融合炉の概念図

ン存在し, 47× 107Q程 度のエネルギー資源
と考えることができる。すなわち海水 1′ 中のLi

は石油 1′ に相当する。

比較のため海水中に含まれるウランについてみ

ると3"/術 の割合で存在し, 4× 109 トン,
3× 105Qの エネルギーは対応する。すなわち

海水 1′ 中のウランの核分裂エネルギーは,石油

64淵に相当する。 (も ちろん海水からの重水素 ,

リチウム,ウ ラン採取等に必要なエネルギーはこ

れから差し引かれなくてはならない)。

3.核融合炉の展望

一般に物体は温度が高くなるにしたがって固体

から液体,気体に変化していくが, さらに高温に

していくと,やがて中性粒子がイオンと電子に分

かれ電離する。このようにイオンと電子が,それ

ぞれの電荷がほぼ等しい状態で集まっている高温

の状態をプラズマという。核融合研究において対

象となるプラズマは温度が高く,イ オン間にはた

らくクーロン反擁力に抗して互いに衝突し,核融

合反応が起りうるものでなくてはならない。DT

炉の場合イオン温度は数千万度から1億度の高温

でなくてはならない。

さらに核融合反応によって得られるエネルギー

は,そ の効率を考慮した上で,そ の高温プラズマ

L trr'*ii
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を保つために必要なエネルギーより大きいことが

条件となる。そのためには,プ ラズマの密度 nと

エネルギー閉じ込め時間 τとの積 nτ が 10■4鷹
~3

sec程度以上でなくてはならない。

制御熱核融合に関する研究は第 2次大戦後アメ

リカ, ソ連,イ ギリスなどで極秘裡に進められて

いた。やがて核融合の研究は最初の期待に反して

多くの困難にぶつかった。高温プラズマが激しい

不安定性のために磁場を横ぎって逃げてしまい短

時間しか閉じ込めることができなかった。核融合

炉の実用化はほど遠く,国際的な研究情報の交換

および協力の必要性が認識されるにいたった。

1958年 原子力平和利用国際会議の分科会で ,

それまで秘密のベールの中で進められていた研究

内容が堰をきったように発表された。かくして核

融合研究に関する国際協力と競争が始まった。そ

れ以来さまざまな実験が積み重ねられ,実現した

イオン温度τとnτ 値は炉心プラズマの条件に肉

薄しつつある。 (図 2)

図 2 nτ 一Tダイアグラムにおける

核融合研究の進展

現在アメリカ, ヨーロッパ, 日本, ソ連において

大型 トカマク装置が建設されつつあり, 1982

～
1983年 に完成予定で炉心プラズマ条件の実

現を目指している。

核融合炉に対する評価や展望は立場によって必

ずしも一致しているとは限らないし,研究の進展

につれて変っていくこともありうるが,おおよそ

つぎのように考えられる。

1)核 融合炉は原理的に核暴走することは考え

られず,高速増殖炉より安全である。

il)プル トニウムなど核拡散の危険はない。

11)放射能の問題は核分裂炉よりも少ない。

iV)DT炉によるエネルギー資源は核分裂炉の

それよりかなり大きい。

V)DT炉 の建設費は,高速増殖炉よリコス ト

高であろう。 (15倍以上)
宙)核融合炉に至るまでには,炉心プラズマの

実現,技術的諸問題 (特にプラズマに面する

第 1壁の材料)等,多 くの難問が控えている。

DT炉の炉心プラズマに関しては トカマクの開

発が先行している。 トカマクの開発は大型 トカマ

ク実験装置 (現在建設中),工学テス ト炉,原形

炉,実証炉,商用炉の段階を経て進んでいくシナ

リオが考えられる。 1段階進むのに要する期間は

少くとも 6～ 8年程度と思われる。核融合の研究

は トカマク炉の他にミラー炉,あ るいは慣性閉じ

込め炉等の研究が後を追っているが紙面の都合上

割愛する。核融合エネルギーの開発研究は理学 ,

工学の広い分野に関連した息の長い長期的なもの

である。 1980年 代の代替エネルギーの役割は

期待できないが, 21世紀以降の長期的展望に立

つならば,今から着実に研究開発努力を続けてい

かなければならない。

参考文献

1)C.L.Wllson:E nergy;Global Prospects

1985-2000, MCGnw― Hill 1 977.

2)K.Miyamoto;Plasma Physi6 for Nuclear

Fusio n,MIT Press 1980.
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｀
数学は日の科学である〃ォィラー

スイスの大数学者 レオンハル ト・ オイラー

(Leonhttd Ed er,1707-1783)は ,後年一眼

の失明につづき,つ いには全盲という悲劇に見舞

われた。しかしこうした悲運にもかかわらず,変

分法を始め近世数学の創始者の 1人として,数学

史上永久に名をとどめることになった。標題にか

かげた
に`
数学は目の科学である

″という彼の言葉

は,全盲の苦悩の底から肺腑をつらぬき,私達の

心をうつ。この辺のいきさつは,高木貞治先生の

名著
｀
近世数学史談

″に詳しい。

オイラーの名言は,そ の後筆者がシカゴ大学の

chamrasekhar教 授の下で勉強していた折,あ

らためて個人的な体験として思いあたることとも

なった。Chandrasekhr教授は,天 体物理学の

指導者として令名が高いが,ま た 1960年 代に

は,流体力学や電磁流体力学の研究に精力的な仕

事をつづけておられた。この理論的研究と平行し

て,中川好成博士がシカゴ大学の歴史的なサイク

ロトロンの磁石を用い,電磁流体力学の実験的研

究を,これもまた驚 くようなエネルギーで進めて

おられた。筆者は中川博士のお手伝いとして 1年

半ほど Chandrasekhar教 授のグループに参加出

来た次第であった。フェルミ研究所では,やはり

Chandrasёkhar教 授の下で理論を専攻していた

大学院生と同室だったが,chandrぉekhar教授

は,時折やって来てはあれこれ私達の研究の進行

状況などを尋ねて行くが,こ のようなある日,大

学院生氏が彼の扱つている電磁流体方程式が, ど

うしても解けないと訴えたことがあった。chand‐

rasekhar教 授は即刻,方程式を解くには 1週間
でも 2週間でも毎日根気よく

｀
眺めている

′こと。

始めは取りつく島もないといった風情の方程式も,

毎日眺めているうちに口許がほころびほほえみか

/」  ヽ 山鳥 稔  (地球物理)

けてくる瞬間がある,こ の瞬間をつかまえれば ,

あとはスラスラ解けるもんだ,と いう教授自身の

経験を語られた。 ｀数学は目の科学である″。
この抽象的な数学にしてこの通りである。地球

科学において, 見`ること′は更に重要であろう。

アメリカ, フランスの共同計画によるFAMOUS

計画として知られている大西洋中央海嶺の潜水調

査,それにアポロ計画による月面の探査など,現

実に
｀
日で見る

″
地球科学研究が及ぼしたそのイ

ンパクトの大きさは,は かり知れないものがある。

おそらく,今後地球科学者の思考の上に,機器観

測による間接的な結果からの認識とは次元を異に

した,深刻な影響を及ぼすことになるだろう。

海洋底は,中央海嶺,深海底それに海溝の 3つ

の基本的構造に大別されよう。海嶺は水深が比較

的浅いこともあり,以上の 3つ の基本的構造の中

では最もよく調査 。研究が行われて来た。とりわ

けF A1/10US計 画中に行われた潜水調査船 (sub_

mersible)Archimede号 (フ ランス)と Al宙 n

号 (ア メリカ)に よる直接観測 0調査は圧巻であ

る。また深海底については 1973年 以降の IP
OD(国 際深海掘削計画)の進展で,格段にその
理解が進んでいる。他方,海洋底の第 3の基本的

構造である海溝については,海溝が海洋底で最も

深い部分であるという困難から,前 2者に比べか

なり研究がおくれている。海溝のすぐ隣りに位置

する日本夕J島に住む地球科学者として,ま た明日

にでもおこるかも知れない大地震の震源をかかえ

た海溝に隣り合せに暮している住民としても,海

溝研究の立ちおくれは,何 とも切歯なものである。

FAMOUS計画において有人潜水観測船による
研究調査のすばらしい成果をもとに,数年ほど前

からLe Pichon教授を中心とするフランスの科

●
|
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学者は日本海溝研究の共同計画を日仏科学協力事

業のひとつとして提案していた。私達日本の研究

者にとっては,ま さに ｀魚心に水心′のようなも

ので, IPOD計 画に忙殺されている東大海洋研

究所のピンチヒッターとして,東大理学部が中心

に,上記日仏協力研究をすすめることになったの

は, 1昨年 (1978)の 春であった。こうした次

第で,潜水調査には全くの素人の私達が,い ろい

ろお世話をする羽目になった。昨年来いろいろな

学会やら会合の機会をとらえ,潜水観測の経験な

どにつき多くの人から学ぶ機会を得た。とりわけ

1昨年 10月ケンブリッジ大学で行われたPenrose

Conferenceの 折には submersible(深 海観測船)

による海底研究の経験を持つ幾人かのアメリカ,

フランスの研究者から,彼等の経験について実に

多くのことを学ぶことが出来た。

研究調査の進め方は,まず海上からの測定,特

に最近発展したシー・ ビーム (seabeam)と よば

れる multiple narrow beam echo― sounderと ,

トランス・ポンダー位置lll定を併用し (いずれも,

我国ではまだ実用に供されていない),水平距離
にして 100%,高 さにして20%程 度の精度で

広い範囲にわたり詳しい海底地図をつくる。次に

submersible(潜 水観測船)に より数π～数十π

の精度で限られた区域の直接観察による詳しい地

形・地質調査を行う。これに submerdbleで 採取

した海底試料 (岩石,泥,水,… )の 室内分析結

果が,最終情報として加わる。こうした情報を統

合し,問題とする地域の立体的な姿が浮かび上が

る,と いうのが研究の進め方である。日仏共同研

究のフランス側代表者である Le PIchon教授が ,

つい先週得たばかりというHellenic海溝の詳細

な海底地図 (等高線が 20π , 1/20000と い

う,ま さに我国の国土地理院 1/50000の 地図
にも相当するような)を前に,海溝調査の結果を

説明してくれた。つい先頃までは暗黒の世界に閉

じこめられていた海底地質構造が,ほぼ陸上の詳

しい地質調査と同じようにすすめられる時代にな

ったわけである。

submersibleの経験者が一様に語ることは,直

径 10伽足らずの窓から深海底を眺めたにしろ,

この経験を通し海底地質を見る
｀
日′が始めてひ

らかれたことの重要性の指摘であった。

どんな度胸のある人でも,最初のダイビングで

は,ほ とんど何も見ないで浮き上がってくるのが

ふつうだ,と いうことである。 3回 目位から始め

てまわりの地質構造が頭に入るようになった,と

数十回もの潜水経験を有するニューヨーク大の ,

19791¬こLc Pichon らによ
り行われた,国際共同研究 :

`Hellenic海溝調査'で つ くら

れた海底地形図の一部 sea‐

bcam(本文参照)に より, 16個
のnaFrOw beam echo‐ sound‐

erで 16個 の格子点を同時に

観測 各 narrow beamは 2°
2/3のひろがりをもち,16個の
グリッドは船から見て 42° の立

体角にひろがっている 船は 10
ノットで航行 図に示した地形
図は,船上でほぼ real timeで
つくられたもの(Cadet教授の

厚意による)
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」.Fox博士が話していた。submersibleは ,岩壁

に約 40m程 度まで近づくので,岩石の斑晶まで

よく見えたということである。

Fox博士は 2π近い長身で,終始アグラをかい

たまま (submersible内部は約直径 187ル の球

で,総数 3名が乗り込み,空間の節約のためイス

等はない)の恰好ではずい分窮屈だったろうと思

う。球内はエアコンディションがないので,潜水

始めは大変暑いが,数時間経って海底につく頃は

ガタガタする程寒いという話である。フランスの

submersibleに は,こ の国の伝統にしたがいワイ

ンを持ち込むが,そ の生理的な後始末に苦労する

という話であった。

400077bの 海底の場合,潜水・浮上だけで合

計 5～ 6時間,ち ょうど東京一大阪を新幹線で往

復する程度の時間がかかる6更に海底で 3～ 5時

間調査についやす, というわけで,延約 10時間

の調査旅行ということになる。室内では 3人が向

い合ってアグラをかく。足のシビレをはぐすため

交代で足をのばし合うということである。無論食

事もこの姿勢, 10時間ともなればその必然的な

後始末もまたこの恰好で,と いうことになる。

理学部 2号館の改修に当り,地階東側の 7単位

約 150イが幸いにもRI施設に用いることが許
され,第 1期工事で完了して理学部放射性同位元

素研究室 2号館分室として新しく発足した。汚染

検査室,測定室,写真暗室,大実験室,実験暗室,

植物栽培室,動物飼育室,ガスRI室 ,貯蔵室 ,

排水施設 (中庭),排気施設 (屋上),空調施設

からなり,こ の面積としては満足な内容と云えよ

う。面目を一新した施設に入ると,昭和 36年 に

地階東南隅の約 7″ ,1/4単位の板囲いのような施

2号館 RI分室の改修に当って思うこと

代 谷 次 夫

しか しこうした不自由も,未知のものを ｀見る′

興奮の前には全 く物の数ではないらしい。

最近 Woods Hole研 究所の submersible Alvin

を用いた海嶺研究では,女性科学者も男子に劣ら

ず活躍 している。―児の母親でもあるM.1.T.

の Tanya Atwater博士や,p ost dOctorの Cathy

Craneさ んもその仲間で,submersible divingに

は女子大学院生の参加希望も多 く,順番待ちでな

かなか,かんたんではない,と いう話であった。

アメ リカ女性の心意気には全 く頭の下がる思いで

あった。

海底地球科学の研究は,こ のようにsubmersible

による海底の直接観測の時代に入りつつあるよう

に見える。

この反面,近年におけるエレク トロニクスや観

測機器,それにコンピューターのおそろしいまで

の発展に目をうばわれ,お そらく自然探求の原点

ともいうべき
｀
日で見る

″ことの重要性がややも

すると見のがされがちではないだろうか。最近の

submersibleに よる海洋底研究の発展は,大変良

い反省材料になりそうである。 ｀地球科学も目の

科学である
″
。
(歪讐籠完警芳痣上撃略学プ

報12)

(動物)

設で発足 した前後のことが何かと思い出されてな

らない。

もうふた昔も前のことになるのだが,私の RI

との出会いはそれよ り更に数年前,14c02を 光合

成で とりこませた桑の葉を立教大学か ら分与され

たことに始まる。抽出した糖の放射能測定には ,

当時学内でも貴重な存在であった化学教室の GM

カウンターの使用が許され,何回か赤煉瓦の建物

に通った。汚染を心配 して絶えずのぞきに来 られ

た斉藤信房先生がなつか しい。ペーパークロマ ト

ー 7-
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グラフイ用の戸紙につけた試料は,病院地階の全

学センター (?)の暗室で,当時放射線科の杉村

隆氏から頂いたX線 フイルムに露光させた。2号

館から毎日のように通って 1週後,や っと黒点が

膜面に現われたときは思わず同氏と歓声をあげた

ものだ。こんなわけで学内をかけずり廻りながら,

■4cを扱うことは大へんなことだと思っていたの

で,板囲いでも2号館内に施設ができ,GMカ ウ

ンターも入ったときは,狭いながらも我が家の感

が深かった。

それにしても狭かった1/4単位の施設は,放射線

生物学講座の新設に当って 37年に購入された大

型フー ドの設置のために1/2単位に拡張された。こ

の時同時に自動試料交換装置付の無窓,薄窓GM

カウンターも購入され,廊下を隔てた植物測定室

に設置された。こうして RI施設としての面目が

整いはじめると,実験の能率は上り,当然ながら

RI使用人口も使用量も増加しはじめた。何しろ

それまでは自らが動く試料交換機であつたのだか

ら。熱中すると暴走しがちなのは研究者の常であ

る。その頃私も含めて核酸の生理化学的研究に伴

ない32Pの使用量が年毎に増大し,施設の能力を

時に上廻るようになり,そのため 2号館施設も含

めて学内のい くつかの施設が,科学技術庁から改

善の指摘をうけた。無理な操業の結果であるが ,

幸いに実状が大学当局に理解されたのであろう。

当時の金で約 200万円が支出され 実験室は 1単

12月 31日 付で定年退職することになりまし

た。昭和 52年 7月 1日 付で,理学部事務長とし

て赴任してから2年 6ケ 月になりますが,つい先

日のように思われます。

就任してか ら,あれもこれもと計画を樹てて現

位に拡張整備され,測定室,廃棄物貯蔵庫を合め

て計約 50イの施設,2号館改修前の姿に改造さ

れた。 42年のことである。このとき排気,排水

施設も新たに作られ,貯溜槽の水位がパイロット

ランプで表示されるようになった。 トイレにたと

えれば,よ うやく簡易水洗式となったと云えよう。

それまでの排水施設は,既存の ドラフ ト (これが

排気施設 )の 床下に置いた約 100′ 容の水槽

で,排水がたまる度に放射能を測ってはすてる,

いわば汲取式であったのだ。

現在の排水施設は電動式で,細部に工夫が凝ら

されている。立派な表示板,パイプやバルブがや

たらに多い。排気施設も核種と数量の増加に応じ

て,構造もフイルターも複雑になった。今までの

不備は殆んど解決されたかのようで隔世の感にた

えないが,心配の種はつきない。たとえば 3Hの

lll定は液体シンチレーションカウンターの普及で

解決されたが,使用の増大に伴って液浸廃液の間

題が発生している。解決には尚日時を要しそうだ。

今まで多くの難問を解決して来た人知のたくまし

さ,技術のた くみに期待をかけるが,人間が何か

を営むとき,それが些細にみえてもどこかで歪が

生じ,次々に拡大して行く場合がある。本質的な

解決とは何なのか。新装なった現在の施設を内外

から眺め,単純素朴な音を思い出すとき,ふ っと

不安にかられることがあるのは,考えすぎであろ

うか。

し

新 井 久 男  (事務)

在に至りましたが,その半分も実施することがで

きずに去ることは,い ささか残念に思います。

理学部に在職中,附属中間子科学実験施設,附

属地殻化学実験施設が発足し,情報科学科に専門

課程が設置され,御手伝いができたことをうれし

て際に職退
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く思います。その他人事関係では,行政職員の他

大学,他学部との交流の推進を計ってまいりまし

たが,異動した当人には喜こばれた反面,教室に

は御迷惑をかけたのではないかと思います。

建物関係では, 2号館の改修が出来, 1号館の

増築部分の外壁タイル張りとサッシュ塗装の予算

がつきましたので,年度内には外観はきれいにな

ることでしょう。化学館の新築計画は,旧化学館

の保存について問題がありましたが,マスタープラ

ン委員会と一応の話合いができ,現在は化学教室

と施設部とで,プ ランを練っておりますので,一

日も早く着工の運びとなることを祈ってやみませ

ん。

新井事務長は大正 5年のお生れで本年 10月 に

満 63才を迎えられ, この 12月 末をもって定年
退職されることになりました。

事務長は,昭和 12年 10月 に実験補助嘱託と

して東大工学部に入られましたが,翌年兵役のた

めやめられました。その後昭和 16年 5月 に東大

庶務課に入られた後,工学部,第二工学部,生産

技術研究所,営繕課 (施設部)を経て昭和 40年
4月 千葉大学に施設部企画課長として転出されま

したが,昭和 43年 1月 に原子核研究所事務長

(宇宙線観測所事務長を兼任)と して東大に戻 ら

れ,天文台を経て昭和52年 7月 に理学部にこら
れました。以来今日まで 2年半の間,非常に精力

的に仕事をされて理学部の為に蓋してこられまし

た。

新井事務長について考えるとき,ま ず感じるの

は優れた指導力を持っておられたということです。

それは仕事に通暁しておられ,又ど自分の考え 0

判断に自信を持っておられたこと,それに決断力

省みますれば,昭和 12年工学部に無給嘱託と
して就職 し,現在まで兵役と千葉大学に 3年間転

出した外は,東京大学の職員として第二工学部 ,

生産技術研究所,施設部,宇宙線研究所,原子核

研究所,東京天文台を経て理学部にまいりました。

現役の最後の職場が,大学の中枢である理学部で

あったことは非常にうれしく思います。

短い期間ではありましたが,学部長はじめ皆様

よりうけた御支援と御懇情に対し厚く御礼申し上

げますとともに,在職中の非ネLを御許し願いたく,

退官に際しての御挨拶といたします。

(昭 54 12 6記 )

杉 森 政 雄  (事務)

と説得力を具えておられたことによるものと思わ

れますが,常 に遼巡することなく,直裁的で明快
な指示をされ,それに難色を示す者には理のある

説得をされてその意に従わさせるという風に強い

指導力を示してこられました。

新井事務長はまた人情家肌の温容な方で,誰で

も気楽に話し合え,何でも気軽に相談できるふん

囲気を持っており,事務室の皆に親しまれており

ました。 ｀誰もが気楽に出入りできる事務長室に
したい″とよく言ってお られましたが,実際,事

務室や教室の沢山の人が気軽に事務長室に出入り

し,それを喜んで迎えておりました。忘年会その

他の事務室の飲食の会合で,常に,中心に事務長が

おり,それを囲んで話が弾んで行くという状況で

あったのは,事務長の話題の豊富さと話し上手に

よるところもありましたが,何よりも事務長が皆
に慕われている一つのあらわれであると思います。

事務長は時には厳しい態度を示されることもあり

ましたが,その厳 しさの中に温情が感じられ,怒

長務事井新

…
―
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学

所

北
鰤岬 ‐館
る確のた

冒予:  書
m‐彰F聟‐島1最z彎光

躊了鑽腑層

縣猪栞Б鰊警簿
に

蜀颯憾iポ勒餘

量

雖瘍絣

物 菫

イ七 ギ学
'

地 物

物 理

植 物

1鋤研

助 手

教 授

毅 機

教 糎

戦 夜

助1手

地 質  慟‐手 増 日 俊 男  ォ‐ス トラリア・ 鵠 |
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属

理

所

物

官 職

助教授

助教授

助教授

教 授

助教授

助 手

助教授

教 授

教 授

助教授

教 授

助教授

助 手

氏

堀 田

名

凱 樹

佐 藤 哲 也

川 島 誠一郎

久 城 育 夫

永 田   豊

杉ノ原 伸 夫

山 上 健次郎

/1ヽ   山鳥

浅 田

佐 藤 哲 也

目 的 国
アメリカ合衆国
イン ド

オース トラリア

ソビエ ト連邦

イン ド

オース トラリア

オース トラリア

オース トラリア

アメ リカ合衆国

オース トラリア

オース トラリア

アメリカ合衆国

カナダ
アメリカ合衆国

カナダ
アメリカ合衆国

カナダ
アメリカ合衆国

カナダ
アメリカ合衆国

期 間
11 16～
55.1 15

11 25 ～
12: 10

11 24 ～
12 19

目    的
ショゥジョゥバェの行動,
突然変異の解析研究および
行動遺伝学に関する国際集
会出席のため

国際磁気圏観測シンポジウ
ムおよび第17回国際測地学
・地球物理学連合総会出席
のため

第17回国際測地学・地球物
理学連合総会および国際磁
気圏観測シンポジウム出席
ならびに会議運営準備のた
め

プラズマ非線形現象に関す
る日ソ合同セミナー出席の
ため

第 3回インド時間生物学会
議出席および内分泌学に関
する研究連絡のため

第17回国際浪l地学・地球物
理学連合総会出席のため

第17回 国際測地学 e地球物
理学連合総会出席のため

第17回 国際測地学・ 地球物
理学連合総会出席のため

アメリカ動物学会シンポジ
ゥム「魚類の発生生物学」
出席および発生生物学に関
する研究打合せのため

第17回国際測地学・ 地球物
理学連合総会出席のため

尽柩憾瞑ず″黙長3
クス連合間委員会出席のため

プラズマ物理学,計算機 シ
ュミレーションに関する共
同研究のため

カナダ地域における磁気圏
入射粒子と電磁波動の到来
方向調査のため

カナダ地域における磁気圏
入射粒子と電磁波動の到来
方向調査のため

カナダ地域における磁気圏
入射粒子と電磁波動の到来
方向調査のため

カナダ地域における磁気圏
入射粒子と電磁波動の到来
方向調査のため

地物研 助教授 国  分 征

地物研 教 授  福 島 直  オース トラリア

地物研

動 物

地 質

地 物

地 物

動 物

地 物

地 物

地物研

地物研

地物研

地物研

地物研

月ヽ  口

国 分

林

町 田

征

幹 治

忍

12,1～
12.16

12.2～
12 18

123～
12.15

12 24～
55 1 29

121～
12.15

12.1～
12.15

128～
55 8.15

1221～
55 3.2

1221～
55 3 10

1221～
55.1 30

”別

”
６

稔

敏

”
２

２

　　５

一局

務

員佐

教

補
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職

授

官

教

属

報

所

情

氏   名
米 田 信 夫

天  文 教 授 高 倉 達 雄

12埒九9日購勢儀繹鶴苧
る研究打合せのため

1発
子;110  杏兒房波

に関する研究協‐力

目 的 国
ベルギー,ス イス
フランス

イン ド

専門課程

数   学

生 物 化 学
論 文 博 士
(物理学)
同
(物理学)
同
(天文り
同
(動物学)

天  文  学

植  物  学

論 文 博 士
(数 学)
同
(数 学)
同
(物理学)

同
(地球物理学)
同

(地球物理学)

同
(生物化学)

論 文 博 士
(物理学)

氏

畑 田

飯 尾

吉 田

常 深

川 尻

津 田

永 井

竹 能

栗 原

大 内

大 保

増 田

伊 藤

星 名

一
　

邦
　
起

轟

　

弘

幸

子

國

博

大

久

福
　
清
　
光

貞

`
俊

信

忠

夫

章

男

哲

理 学 博 士 授 与 者

昭和54年 4月 16日 付 授与者

論  文  題  目

ヘッケ作用素の固有地とカスプ形式のピリオ ド

李警警養|ぱr歩=繹
冨器男
螂の産生する酸性プロテイ

強磁場下の半金属における異常な輸送現象の研究

白馬座ループからの軟X線スペクトル

日本最初の1超長基線電波干渉計実験

突然1変異性無機物質による′ヽムスター細胞の試験管内形態転‐換と

染色体異常

昭和54年 5月 14日付 授与者

太陽フレアーに伴う高温ループ内のガスカ学と熱的輻射

カニタサにおける生殖器分イヒを制御する天然の活性物質

線型関数微分方程式の漸近的性質

複素領域における線型偏微分方程式の特異点をもつ解の積分表現

画像分割における領域験出法に対する新しい試み……階層的マー
ジ法と最小張木縦断アルゴリズム

1  不規則重力波の非線形特性

静的および衝撃波条件の超高圧下での弾性波速度の測定

表面活性剤溶液中における葉緑体チラコイ ド膜の

性質に関する研究

昭和 54年 6月 11日 付 授与者

嵩  偏‐向系の電子光学に関する研究相 馬

-13-



物  理  学

贄地蓋物量撃声
同
(化 学)

磁m)

水 野

佐 藤 夏

今 井 正

稲 田 雅

1閣和154年17月 9日 付 授与者

徹  』N東縛状態とごこ→‐勘 p反応における′,系のピークの,研究

燿  高緯度地方で観測される輸 期 ELF二VLr赦射り研究

彦  ポ
'エ

テレンに対するステレンの改射織グ
ー
ラフト重合反応醜

綱  罪オーム理鱚 緋 0動 機構

昭和54年 9月 25日付 舞与書

共  ィヵl童1大神経亀索の興薔に対するい饉分子の動豪

啓  ニュ.‐ コンにおける繊維系蛋自質の豊彬斜榊 |1研究|

費  局所エネ!ルギーの薩 度と構円1型作用素のスペタトルの性質

弘  日本周1辺o海洋ジォイドの決定

]l釉 韮 鶉 ‐扮
::聾 墓鼻 璽hi]

章 藻 難 算 暑1マ
ンネンか 難 海 撻 酔 醐 究― 機に旧鰺

彦‐ |四1面保範極化全物囃 梓う電子分希変イしにつけヽて

昭和54年 112月 l,0日付 腱与者

物  1理  学

生物イし学
論
議亀
士

働赳攀)
記同騎
(c♂
‐
詢
α」同崎
釉
1爾‐Rィ圏

久本田

森

村 田|

我如古

村 岡

古 国|

五十嵐

大 場

日 高

直
　
俊
・　
秀
　
建

物  理  学

生 物 化 学

植  物  学

輔 自

井 上

藤_村

杉

大 希

矢 頭

成 文

llF雄

達 人

道 未

政 和

俊 夫:

―様磁場中でのレーザー生成プラズマの挙動‐プラズマ不安定性

ニューロンのタロマナンにおける、DNA離 の研究
ニツジン暑華鰈 にお|け る不定胚形成の研究

ラングミューア多分子アセツプリー蒲腱における構造疲存‐
キャリア輸送‐

1鑢度空白撥にもともく1'78年メキッコー大地震の予知

結晶‐中の陽電子消灘 おける1結轟格子の議効果 :

諭絣畢)士
籟舅醐
鯛朝
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内線  4053
4141
4258
4357
4575

(数学)

(物理 )

(天来)

(化学)

(地理)

茂

正

一
彦

夫

浩

桂

孝

秀

高

川

平

木

木

集

飯

平

小

露
一
鈴

編




